
事 項｜水稲奨励品種「まっしぐら」の特性

本県産米は、家庭用米として「つがるロマン」、業務用米として「ゆめあかり」と「むつ

ほまれ」が生産されているが、業務用については、現行品種よりも良食味で耐病性等の優

ね ら い｜れる品種が望まれている。「まっしぐら」は、「ゆめあかり」・「むつほまれJより食味や耐

病性が優れ、収量性も「ゆめあかり Jを上回るなど栽培特性が優れているほか、米卸業者

を対象に行った市場調査の結果も良好であることから、奨励品種に指定したので普及に移

す口

1 主要特性の概要（「むつほまれJ、「ゆめあかり」対比）

(1）.形態的特性

ア 移植時の苗長は「ゆめあかり」よりやや長く「むつほまれ」並みで、葉色は「ゆ

めあかりJより淡く「むつほまれ」並みである。

イ 生育中期までの草丈は「ゆめあかり Jより長く「むつほまれ」並みで、茎数は同

指 ｜ 程度、葉色は「ゆめあかり 」より淡く「むつほまれ」並みである。

ウ 成熟期の稗長はやや短く、穂長は同程度穂数は「ゆめあかり Jよりやや少なく

導 ｜ 「むつほまれ」並みである。葉色は「ゆめあかり Jよりやや淡く「むつほまれ」並

みである。

奨 ｜ エ稗は「むつほまれ」並みに太く、倒伏抵抗性は同程度の「強」である。

励 I (2）生態的特性

ア 出穂期 ・成熟期は、 「ゆめあかり」より 2日程度、「むつほまれj より 1日程度遅

内 ｜ く、 「中生の早」に属する煩種である。

イ 障害型耐冷性は、「ゆめあかり」より 1ランク弱く、「むつほまれ」より 1ランク
容 ｜ 強い「やや強」である 0 .

ウ いもち病抵抗性は、葉いもち ・穂いもちともに「ゆめあかり」より 2ランク強く、

「むつほまれ」より 1ランク強い「強j である。

エ穂発芽性は、「ゆめあかり」・「むつほまれ」より発芽しにくい「難」である。

オ収量性は、「ゆめあかり Jよりやや高く、「むつほまれ」よりやや低い。

(3）品質 ・食味特性

ア 玄米千粒重は、「ゆめあかり」より重く「むつほまれ」並みからやや重い。

イ 粒厚は、「ゆめあかり」よりやや厚く「むつほまれJ並みからやや厚い。

ワ 玄米品質 ・検査等級は「ゆめあかり」・「むつほまれ」並みである。

エ食味は、「むつほまれ」より 2ランク優り「ゆめあかり」よりやや優る「上中」で

あるロ
オ混米特性は、「むつほまれ」 ・「ゆめあかり」並みからやや優る。

期待自れる効果｜ 県産業務用米の競争力強化と安定生産に寄与する。

普及上の注意事項｜ 「ゆめあかり」よりも、熟期がやや遅く耐冷性もやや弱いことから、南部平野・津軽半

島中部地帯では気候が比較的温暖な地域のみの普及とする。

担 当｜ 青森県農林総合研究センタ－ ｜対象地域｜ 津軽半島北部や下北地域等の冷涼地域及び

水稲育種部 ・藤坂稲作研究部 ｜ ｜津軽中央地帯等の「つがるロマン」が主力の

地域を除く県下全域
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【根拠となった主要な試験結果】

表 1 「まっしぐら」の特性一覧表

組合せ 奥羽341号 ／ 山形40号
調査 地 水稲育種部（黒石市） 藤坂稲作研究部（十和田市）

立哩工
まっ むつ ゆめ つがる まっ むつ ゆめ つがる

しぐら ほまれ あかり ロマン しぐら ほまれ あかり ロマン

（基準） （比較） （比較） （基準） （比較） （比較）

早 晩 f生 中生の早 中生の中 中生の早 中生の中

草 型 矩 梓 中期梓 算！. 干早 中短梓

偏穂重型 偏穂重型 偏穂重型 偏穂重型

111穂期（月日） 8. 2 8. 1 7. 31 8. 3 8. 6 8. 5 8. 1 8. 7 

成熟期（月日） 9. 16 9. 16 9. 12 9. 16 9. 23 9. 21 9. 19 9. 24 

梓長（ Cm) 71. 1 74. 7 72. 8 78. 3 67.8 70. 7 69. 7 75. 7 

穂 去（ Cm) 17. 2 16. 9 17. 7 18. 1 16.8 16. 5 16.9 18.0 

穂数（本Im") 438 135 463 139 415 421 112 112 

I:!: イ主 多少 極少 稀 極少 中 極少 稀 極少 中

長短 極短 極短 極短 短 極短 極短 極短 短

粒着密度 やや帝 持i やや宥 やや密 やや密 密 やや密 やや密

ふ先色 黄白 黄白 黄白 黄白 黄白 黄白 黄白 黄白

脱 粒 性 要在 実在 真佐 要在 難 真佐 実在 真住

耐倒伏性 目虫 強 目虫 巾 強 強 日量 中

穂発井性 難 中 やや難 やや難 難 中 やや難 やや難

障害型耐冷性 やや強 中 5車 やや強 やや強 中 5主 やや強

しもち州抵抗性

推定遺伝千型 Pia, Pii Pia Pia, Pii Pia, Pii Pia, Pii Pia Pia, Pii Pia, Pii 
葉いもち 強 やや強 中 やや強 強 やや強 中 やや強

穂いもち づ自 やや強 中 やや強 づ怠 やや強 中 やや強

玄米収量（kg/a) 64. 5 66. 6 61. 7 64. 1 56.0 57. 3 fi2. 4 56.0 

対標準比（%） 97 ( 100) 93 96 98 (100) 91 98 

玄米千粒亘（g) 22. 6 22.4 21. 8 22. 6 22. 8 22.4 21. 8 22. 5 

玄米品質（19) 上下4.0 上下4.2 上下3.9 上中3.3 上下4.2 上下4.6 上下3.9 上中3.7 

食 味 上中 中上 上中 上中 上中 中上 上中 上中

基準むつほまれ 0.629 (0) 0. 641 (0) 

基準ゆめあかり 0. 333 (0) 0. 257 (0) 

基準つがるロマン 0. 178 (0) 0. 320 (0) 

玄米タンハク質合設（＇：，） 7. 2 7. 5 7. 1 7. 5 7. 6 8. 1 8.0 7. 9 

アミロース吉量（弘） 18.4 19.4 17. 8 18.9 

味度（食味値） 83 70 78 82 77 63 73 77 

（平成11年～14年青森農試、平成lfi年～16年青森農林総研）

（注） 1 数値はあおもり米優良品種選定試験標肥l丘（N成分：水稲育種部8十2kg/10a、藤坂稲作研究部

7ト3kg/lOa）の結果。

2 玄米選別は、 1.9mmで、ある。

3 食味官能値は、 3 （基準よりかなり劣る）～十 3 （基準よりかなり優る）により評価し、

評価値はパネラー数による平均値。

4 検査等級は青森農政事務所調べ。
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表 2 現地試験の生育・収量調査結果

（平成11年～14年青森農試、平成15年～16年青森農林総研）

試験
早生～中生阜地帯 中生息～中生中地帯

地名 青 横 東 l 八 七 /, 田 五 Jコ Jコ Jコ
森 浜 ;Jt 戸 戸 戸 子 所 ヵt 泊森 カ5 カ1

項目 市 町 町 了行 町 町 町 J 11 る 町市 る る 平

内 原 市 細 市 市 均

真 市 E在 越 木 相

品種名 前l 力 造
間丁

まっしぐら 8. 13 :: ~~ : :: :~ 8. 13 8.09 8. 05 8. 10 8. 08 8. 02 8. 02 . 8. 04 8. 05 8目03 8. 07 

出穂、期 むつほまれ 8. 11 8. 12 8.08 8. 05 8. 07 8. 06 8. 02 : 8. 02 8. 03 8.04 8町 02 8. 06 

（月日）
一一一一一＆ー＋ー一一→ 一一一一ー 一一

ゆめあかり 8. 11 8. 09 [ 8. 10 8. 11 8.07 8. 04 8. 07 8. 06 ! 8. 01 8. 01 8.02 8.03 8. 02 8. 06 
一一 一つがるロマン 8. 07 8. 09 ・ 8. 03 8.06 i 8.07 8. 05 

まっしぐら 10.04:10.01φ9. 30 10.01 9.27 9. 23 9.28 9.26φ9. 19 i 9. 18 日ー 19, 9. 23 9. 20 9. 25 

出 9・1:-:. if 成熟期 むつほまれ 10.02;10.0119.30 9.30 9.27 9. 23 9. 18 1 9. 22 I 9. 19 9. 24 

（月日） ゆめあかり 10. 01! 9. 28 i 9. 28 9.29 9. 26 9. 21 9. 23 9. 18 9. 17 9. 15 I 9. 22 ' 9. 19 
一・＋骨骨 一一ー 一 一一－－ト一一一一－ーーー一一一一

つがるロマン 9. 25 9. 18 9. 22 9. 27 ; 9. 22 

まっしぐら 439 I 355 [ 460 381 ]89 428 461 450 435 498 476 468 I 436 437 
ドー －＋・＋一一一一一一→

穂数 むつほまれ 413 I 36s 421 382 372 415 435 462 ,128 475 ・163 ・150 ; ・124 424 
－－－ー＋ . -

（本／rrf) ゆめあかり 441 351 439 384 398 
k日午 431 446 467 436 

一一
つがるロマン 3 7 451 442 457 427 

まっしぐら 23. 2 23. 2 22.5 22.4 23目。 22.9 20.9 22目8 23.8 22.9 22.5 23. 1 23目2 22.8 

玄米 むつほまれ 23. 1 22. 9 22.2 22.3 .22. 8 22. 6 '.21. 1 22.4 23.9 22.8 22.4 23.0 2:3. 0 22. 7 
f粒草

21.3 [21.6 22.2 
一一一

(g) ゆめあかり 22. 3 22. 3 21町 7 20町 3 21. 6 22.9 21.9,21.7 22. 1 22. 2 21. 9 
一一一一→＋

つがるロマン 22. 4 : 21. 2 :22. 2 22.3 :22.6 23. 1 

まっし ぐら 60.5 53. 7 52.5 i48.6 48. 1 
55. 2＿→：一：一：： : 

63.6 76. 7↓71. 7 66. 4 , 65. 8 68. 4 59.9 

玄米 むつほまれ 62. 7 57.8 
→ ーー一一← ー

57.9 65.9 77.9 ~74.3 66.9 ;67.0 一一l一6一一9一一.6 61. 8 54.6 :50.9 48.8 
収量
(kg九） ゆめあかり 60.2 52.0 49. 0 47. 5 •15. 5 53.5 41.0 56. 7 73.8 ;69. 0 65.0 [58. 7 65.3 56. 7 

一一一骨一骨＋ 一一
つがるロマン 52.0 15目l 62. 1 65. 4 61. 3 '64. 5 

まっしぐら 96 93 96 95 99 95 98 97 : 98 1 97 99 98 I 98 97 
収量
標準 むつほまれ (100) (100) (100) , (100) (100) (100) ( 100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) 

上ヒ 一一ト一一一一一一」＋ー←ー 一一一 ト一一一
ゆめあかり 96 90 90 ! 93 93 92 84 86 95 93 97 88 94 92 

（%） 一つがるロマン 90 93 84 98 91 93 

まっしぐら 4. 8 4目。 4. 3 4.6 4目2 3. 9 4. 8 4.8 4‘1 3. 7」4.2 4.0 4. 1 4. 3 

玄 米 むつほまれ 4. 7 4. I 4. 5 4.4 4. 6 4.3 5. 1 4.4 4. 3 4. 8 1 4. 2 4. 4 4. 6 4. 5 
品質 - ++ t 

(1～9〕 ゆめあかり 4. 3 3.3 3.8 3. 3 3. 5 3目6 4. 5 : 3. 9 3目7 3.6 3.9 3.9 3.9 3. 8 

つがるロマン 3.5 4.5 3. 2 3. 6 : 3. 2 3.3 

まっしぐら 2中 I 2上 2中 2中 1下 1下 2下 l下 1下 Il下 1下 il下 2上 2上
r 一←γ ←→

検査 むつほまれ 291 ; I下！ 2中

~上下 R中1トl+:T上 史上 I 2上

l下 2上 2中 2上～2中

等級 ゆめあかり 2上 ilf ; 2上 2上 2上 町 T
l下 l下 2上 l下～2トー

つがるロマン ! l下 l下 l中 l下

（注）平均は、平成11年～16年までの平均値であるが、試験地により供試年数が異なる場合がある。
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表 3 食昧官能調査結果

（平成11年～14年青森農試、平成15年～16年青森農林総研）

基準品種 試験場所
試験 まっしぐらの評価

回数 総、 之口込 外 観 ラ同長 り 味 粘 り 硬 さ

水稲育種部 10 0.629 0. 257 0. 013 0.340 0. 660 -0.662 

むつほまれ 藤坂稲作研究部 5 0.641 0. 313 0.083 0.229 0. 500 -0.459 

平均 15 0.633 0.270 0.029 0.315 0.623 -0.615 

水稲育種部 12 0. 333 0. 138 -0.004 0.208 0.287 -0.256 

ゆめあかり 藤坂稲作研究部 7 0.257 0.070 0.019 0. 159 0. 308 -0.278 

平均 19 0.292 0. 109 0.003 0. 182 0. 279 -0.250 

水稲育種部 8 0. 178 0.086 -0.069 0.057 0. 128 -0.298 

つがるロマン 藤坂稲作研究部 5 0.320 0.024 0.000 0. 149 0. 321 -0. 310 

平均 13 0.232 0.062 0.093 0. 202 -0. 302 

（注） 基準品種と比べ、総合・外観・香り及び味については＋ 3 （基準よりかなり良し、）～－ 3 （基準より
かなり不良）、粘りについては＋ 3 （基準よりかなり粘る）～ 3 （基準よりかなり粘らなし＇＼）、硬さに
ついては＋ 3 （基準よりかなり硬し＇＼）～ 3 （基準よりかなり軟らかし、）の範囲で評価、評価値はパネ
ラー数による平均値

表4 食味特性の市場調査結果

（平成16年青森県、全農青森県本部、県米穀集荷協同組合、県産米需要拡大推進本部）

比較品種 まっしぐらの食味特性 購入希望

米卸業者名 食味 炊飯特性 ブレンド特性

Aネ士 やや優る 比較並 比較並 有

ゆめあかり B社 やや劣る 比較並 比較並 （無回答）

Cネ土 やや優る やや優る 有

Dネ士 やや優る やや優る 比較並 有

むつほまれ E社 優る やや優る やや優る 有

Fネ土 やや優る やや優る やや優る 有

（注） 調査方法

調査依頼業者：大手米卸業者6社（「ゆめあかり」 3社、「むつほまれ」 3社）

供試材料：平成16年産米、つがる市木造と十和田市の試作栽培ほ場産

調査内容：食味、炊飯特性、ブレンド特性、既存品種と比べた場合の購入希望

凡例

．まっしぐら

~ ：まっしぐ ら及び

つがるロ マン

I ~!fl~~地帯
E 津軽西北地帯

皿南部平野内陸地帯

IV南部平野・津軽半島中部地帯

「まっしぐら」栽培適地（ I～IV) 

（ただし山域は気候が〕
比較的温暖な地域のみ

図 2 気象条件から見た「まっしぐら」の栽培適地
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